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新しい活躍の年を迎えて

C:MSC会長外川一雄

あげましておめでとうございます。 同慶の至りと深<感謝申し上げます。 ンの年だつだといっても過言ではあり

皆様には希望に満ちた、すばらしいお 昨年は一般経済の低迷にもかかわら ません。

正月を迎えられたことと、お慶び申し ずCMSCにとりましては例年以上に 今年は更にランサーターボインター

上げます。 活発な年であったと思われぎす。久々 クーラ車の出現による強力な活動が期

また皆様ガ、競技会開催、参加出場 の全国大会開催、 CMSCジャーナル 侍され、大きな成果ガ得られるものと

とそれぞれの地域のモータースポーツ 紙の創刊、ランサーラリー車の各方面 楽しみであります。

活動を通じて、一層CMSCの権威を での活躍、並びに仲間であるタス力チ 全国のCMSCの皆様、今年もモ

高湯され、まだ同時に日本のモ ター ームの、ランサーによる2年連続日本 タースポーツを通じて人の利を結び、

スポーツ振興に大きな役割を果し芝も 選手権獲得など、 CMSCが一段と発 健康で楽しく、明るい充実した年にな

のと評価されておりますことは誠に御 展するにふさわしいリ・スタートライ るようご活躍を期待する次第です。
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大西選手大活躍/83年の活動

、
、

J 
大西選手田沢湖ウインターラ1)ーで優勝

おめでとう/大西選手シリーズチャンピオン

日3東北ラリ チャンピオンシリーズ戦Bクラス2位館山

(左)1位大西(中)3位福士(右)、指の数ガ順位を表わして

います。

CMSC宵蒜鶴ヶ主主慶市

青森名産りんごの収獲も終りに近づ 又、配巳はCMSC福島、菅野茂氏率

いださる竹月竹田、仙台市に於いてJ いる福島勢となごやかな前夜祭交歓会

AF東北地域協議会主催による'83年東 も開催、 CMSCの名のもと他クラフ

北シリーズ戦合同表彰式ガ行われた。 とも連携を保ちなガ、ら、地域における

この表彰はレース、ラリ一、夕、 トラ、 モタ スポ ツ活動の発展に少なか

ジム力一ナと文字通り、モータ スポ らず寄与しだのではないかと自負して

ーツ界一堂に会しての表彰となった訳 いる。さて、東北ラリ チャンブ戦も

である。我がCMSC青森勢は東北ラ いよいよ終盤。第5戦、 8月20~21 日栗

リ チャンピオンシリーズ戦Bフラス 駒山戸ルペンラリー〔ーの関〕に於い

6戦中5戦に参加しだのであるが、第 て、優勝の二文字を忘れていなかった、

T戦より第5戦までを振り返って見た あの大西/葛西組ガ又々優勝。この時

いと思う。 点で、大西/葛西組の'82年東北ラリー

まず第 T 戦、 2月5~6日田沢湖ウ チャンピオンシリーズ戦Bフラス第オ

インターラIjーに於いて、当クラブ期 位、館山/遠因組第2位、福士/安田

待の大西/葛西組ガ強豪ひしめく中で 組第3i立と上位を我ガCMSC青森ガ

初優勝。続く第2戦、 2月26~27日C 占めてしまったのである。 '83年東北ラ

MSC岩手ウインタークロスラIj に リ チャンピオン戦はCMSC青森大

於いて、今度は福士/安田組が優勝。 活躍の年であり、今までの努力の積み重

このあだりから他の東北勢から、「勝負 ねの結果であったと信ずるものである。

はこれから。雪の上は青森が強いが、 以上、 '83年東北ラリ レポートCM
タートになればそうは簡単にはさせな SC青森版となってしまつだようだが、

いぞ」という声もちらほら。さて、ウ 今後も東北に rCMSC青森あり」と

インターシズンも明け夕、 トコ ス いわれるようにクラブ員一同力を合わ

を思いきり走れる春。チャンプシリ せ、山を一つにし、みんなで楽しめる

ズは第3戦、 5月28~29日気仙沼ナイ スポ ツを目標にガ、んばりだいと思う

トラリーに於いて、当クラブ事務局長 次第である。最後にチャンピオンの栄

であり東北のラリ 界においても青森 誉に輝い芝大西康弘選手の紹介を加え

にこの人ありといわれる実力派、館山 ておきたい。

/遠因組ガ、優勝。こうなると我がCM 大西康弘性別:男昭和34年2月16

SC青森強しの印象を与えたのである。 日生れ会社役員趣昧:

迎えてシリーズ第4獄、 6月竹 ~12日 車、酒、その他学生時代は

'83ツルード東北ラリー(岩手〉。我が スキーの選手、ゴルフの方

CMSC青森軍団連勝疲れ?ガ出だの も相当な腕前とか'?(次号

か優勝を逃がし、連勝も3固でストッ に詳しく紹介予定〉

ブ、他のチームからは安堵の声も聞こ 「今年1el:2ロも勝たせてもらい、あり

える状態。でも、成績はがっちり上位 がとうございます。ナピのおかげで勝

入賞。まるで青森勢のためにラリーを だせてもらいました ー。来年は3位

やっているのか、という話も出て内山 以内を目標にがんばります』とは表彰

鼻高々といった所だ、つだ。翌ア月は当 式での本人のことば。ナピの葛西一省

クラブ主催lこよる、 JAF.B地区地 選手はこれにこだえ、芝だ一言「ドラ

方選手権戦のダ トトライ戸ルを開催。イパーのおかげさまで勝たせてもらい

岩木山特設コスに東北各地より並い ました ・』と、二人は謙虚にお互い

るダ トトライヤーが大集合、大ギヤ をだたえあい、まことにほほえましい

ラリ の熱い視線の中、タイトルを賭 光景であった。今年もぜひ、又がんば

けだ競技のスムーズな運営に努めだ。 ってもらいたいものだ ~I・
CMSC 

/ 



高竹兄弟3位でフィニッシュノ
'83オールスターラリーフェスティバル四国

CMSC香川田中昭男

全国のCI¥I1SC各安部の皆機、お元 しだが、我ガチームもこれにチェック

気ですか0私達CMSC香川は発足以 および役員として参加、何のトラブル

来12年を迎えましだ。クラブ員の数も もなく無事終了することができましだ。

発足時は10名でしだが、現在45名を擁 各クラブ、そしてエントラントの皆様、

するまでとなりましだ。発足以来、包 大変お疲れさぎでしだ。

年ラリーとダートトライ戸ルをそれぞ このイベントのトピックスは、何と

れ2固ずつオーガナイズ、クラブ員ー いっても、高竹兄弟ガランサタボ

同張り切っております。先日、当クラ で参加し、総合3位、Bクラス3位に入

ブ主催のラリ |こ、 CMSC岐阜の細 賞したことです。優勝は鐙部/山本組で

野氏をはじめとするクラブ員の万々の しだが、加勢、羽豆、大庭など並いる強

工ントリ ガあり、岐阜の皆様との交 豪をおさえてのビッグイベント3{立入

流ができましだ。ぎだ、昨年の全国大 賞は、彼等兄弟にとって、ぎた我ガチー

会では我ガチームとしても、全国の皆 ムにとっても、全国に誇れるのではな

様との受流ガ出来、大変育意義であっ いかと思います。 i'CMSCの定めlご制

定と思います。 年もがんばる』という高竹兄弟の言葉に

さて、我ガチームには '81年のJAF 大きな期待と関111¥が集まっています。

全日本ラ1) 選手権に出場、Aクラスド JAF四園地域協議会には、'例年、'82

ライパ一部門フ位、ナピゲタ部門 年ラリー専門部会部長に、当クラブ前

6f立という成績をのこした、滝!5a、中 会長の六車哲郎も役員として、四国の

岡和好がいます。そして、同じく'例年 ラリ一発展の為に努力して参りましだ。

の四国ラ1)ーシリ ズ戦に、高竹優之 不肖私も、 '84年度ラリ一部会香川支部

延昌兄弟が参加、Aクラスで5連勝し、 の部長としてがんばっております。

'81年Aクラスチャンピオンを獲得しま 最後に、我ガチーム'81年からの主な

し定。翌'82年は、滝、高竹、中野ガラ 戦績を下表にてお知らせしだいと思い

ンサーターボを駆って各イベントに参 ますが、我ガチームは四園地域では、

加、中野ガ'82年3国ラリーシリ ズ戦 震多イベント開催クラブのひとつと言

フレッシュマン8"7ラスにて6位入賞 われていますガ、さらに飛躍し、より

しましだ。昨年、 JAF四園地域クラブ よいイベントを開催していきだいと思

協議会の各クラブの協力による、高知 います。そして、今後ともCMSC全

のスポーツ・ケンネス・モータ リスト・ 国の一員としてCMSCの名に跡じな

クラブ主催の'83オールスターラリーフ いよう、クラブ員全員 丸となってモ

エスティ}¥)レ四園ガ高知にて什月4・ ータ スポ ツ発展のためがんばって

5.6日の3日笥にわたり開催されま いき疋いと思います。 ....IIIIIIII・
CMSC 

1981 1982 

5月 DCRラリー Aクラス優勝 3月 スプリングラリー

7月 RMCSラリー 11 6月 DCRラリ

A-31立

Aクラス優勝

7月 四国アルペンラリー 11 7月 四国アルペンラリー 完走

8月 ノ¥チスカラリー 11 |日月 スコルビオラリー 6-6イ立

9月 MACラリー Aクラス2イ立 II月 SKMCラリ Bクラス優勝

12月 リウPイエララリー Aクラス優勝 12月 リヴィ工ララリー 6-5イ立

1983 

3月 スプリングラリー
ランサー

6-4イ立 TURBO 

4月 ノ¥チスカラリ B-41立 11 

ランサー
5月

TURBO 
サンエイラリ 6-5イ立 11 

// 5月 ツールド四国(全日本) リタイア 11 

1/ 8月 リウ、イエララリー 6-4イ立 // 

// 10月 ノ¥チスカラリー B-4イ立 // 

II月 オーlレスターラリーフェスティバJレ四国 6-3イ立 // 

3 







置主EZ活費司Jt奪回配陸軍 JAFi8*5!J-理
DCCSウインタ ラリーにスパル

4WDガ優勝し、続<関西ラリーでは

“ゴチン"が優勝と、まるで'82シ ズ

ンの繰り返しの様な感じで始まった'83

.JAF戦。そして復調なった“伸弥"の

2連勝。前半4戦を終了しだこの時点

で、ランサーターボの2年連続チャン

ピオン力ーはほぼ確定しだような感ガ

あった。期待の786カローラの出現に

より、往年のリトJレジャイ戸ンツ綾部

選手の復活、更に沼田選手の激走もあ

って2位以下のポイント争いlこ澱しさ

を増しだ後半戦、最後の締めくくりは

やはりランサーターボでタナボタとい

われながらも、めっきり実力をつけて

きた“ハマメ"の.JAF戦初勝利で、こ

の2位争いにもピリオドガうだれだ。

結果的にはランサーターボガ2年連続

チャンピオン力 の王座に就くと同時

lこ2位も占めた'83シズンであったガ¥

全8戦中2戦か、ポイント対象外と怠っ

たり、.JAF戦初の悲しい事故等波乱に

満ちだオ年でもあつだ。そして、この

波乱に満ちだ'83シズンの台風の目は

何といっても86力ロ ラの出現であつ

だろう。 昨シーズンのランサーターボ

のごとく、回を追う包に参加者も増え

続けていつだのである。CMSC香川の

高竹選手ガ大活躍しだ先日のオールス

ターラリーでは、巳クラスはまるでラ

ンサーターボと86カローラの 騎打ち

という感じであつだ。

さて、 '84シーズンの行方はどうなる

のであろうか?ランサーターボの3年

連続チャンプは可能なのであろうか。

答えは前文を読まれだ方には明確であ

ろう。そう、ランサタボはインタ

ークーラを得て再びよみがえつだので

ある。 2年間にわたって熟成されてき

だ成果と、インタクラによるハィ

パワー・ハイトルフとの組合せ、これ

によって一段と戦闘力を増し疋事は既

に確認済みである。ランサーターボ、

デビュー当時はノンターボ時代のサス

セッテインク'をベースとしていだだめ

にターボパワーとのマッチングにやや

時闘がかかつだ感があったか¥今回の

場合は従来のターボ車で活力つだノウ

ハつを、そのまま生かして短時間での

熟成ガ可能となっだ。さあ、 '84シーズ

ンもランサーでイタダキ0

'8jk探知!
'83-.JAF全 日本フリー選手権順位(8クフス)

順位 車 両 ドフイパー ナビゲータ

ランサーターボ 山内 f申弥 山口 励

2 ランサーターボ 羽豆宏 田口雅生

3 シJレビアRS 松本 誠 林 哲

4 ランサー/AE86 加勢裕二 大;尺英道

5 スバル 4WD 清水 平日夫 森 哲也

6 セリ力GTーT/ AE86 1 神岡政夫 佐久間健

第7戦(8 月 18~19 日)
'84栗駒山アルペン

(岩手)

第四戦(11 月 3~4 日)
R-8 RALLY &ラリー'84

(石JI[)

第2戦(2 月 11~12 日)
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第3戦(3 月 17~18 日)
'84ACKスプリンクラリー
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第6戦(6 月 30~7 月 1 日)
チボーラリーIn北海道

(北海道ニセコ)

関西ラリー'84
(奈良・三重)
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クレス卜スノーアドベンチャ
ラリー
(北海道日高)
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歴史的にも薗期的怠出来事であった。

ここに、当時の新三菱チームのサブマ

ネージャーを務めた高橋修二郎氏から

一 本紙に寄稿され

だ「マカオ追想」

をご紹介し、そ

の模様を再現し

てみよう。

プロダクション力 Aクラスの優勝力

ツブを授与され、日本車として初出場・

初優勝を飾つだのでしだ。この二ユー

スガ極東全域の新聞に大々的に報道さ

れて、三菱車の優秀性ガ評判となり、

極東市場への輸出の道がひらけていっ

芝のです。その後三菱車は、マレーシヤ

グランプリ、日本グランプリ等で連勝、

そのレース経験から本物の車づくりの

技術を磨き、技術の三菱へと発展して

いったのであります。J

受け持つだことになりぎす。 これ!こ続

いていすでよが、べレル、べレットを我

々より一年遅れてマカオに出場させ、

この期に及んで急速に日本の車が海外

市場の話題に上るよう|こなったのです。

三菱チームのドライバーは、名自の辻

元、加藤(力〉両氏と、私の友人であっ

た、香港モータースポーツクラブのフ

ラフメートの3氏。 3台の三菱車le主、

全車フィ戸ツトおよび西独のプリンツ

ガ持つ最高記録を余裕をもって破り、

『三菱500乗用車 CA10型)ガ世に出て

から20数年もの歳月ガ過ぎ、今日のシ

グマに成長して来たことは、三菱の技

術障か'1962年度マカオ国際グランプリ

に6000.0.工ンジンj苔載のA11型を出場さ

せた時点からの努力の結果であると言

えるでしょう。マカオレースは、当時

極東に於ける唯一のFIA公認レースで

しだ。私は、三菱チームのサブマネ

ジャーとして参加し、優勝の喜びを昧

わつだ次第です。当時のレース記録等

ガ皆無のため、思い出すまま書いてみ

ることにします。出場し芝3台のマシ

ーンは、名目(新三菱重工(株〉名古屋

自動車製作所)大江工場で特別にチュ

ーンしたエンジンを賠載、スペ戸工ン

ジンオ台も用意して、当時の名目サー

ビス部の辻元、滝川両氏lまか精鋭と共

にマカオのサーキットヘ向ったのでし

だ。その頃、日本の自動車メーカーと

しては日産ガオーストラリ戸ラリーに

出場していだのみで、海外に於ける国

際レース参加は、 三菱ガバイオ二戸を

ここでは、三菱自動車のモタス ι

ポーツ活動の歴史を振り返り、CMSC

ヘ、又ごチ ムラリア トへと発展を

遂げた、不屈の闘志とそのスピリット¥

そして挑戦の記録を、号を追って紹介

していくことにする。

我ガCMSCとチムラリ戸トの

源はどこにあったのかO それを解き

明かすには、日本にまだモータースポ

ツという言葉さえなく、 ようやく自

動車というものが庶民の手に届くよう

になりつつあつだ、 1960年代初めぎで

遡る必要ガある。

マカオGPで内三菱5001憂勝(1962年 11月)

『それは国産車の技術の勝利だつだ。

マカオグランプリ、マレ シヤレース

とだてつづけに優勝した三菱500、三菱

コルトは国産車の「技術」を也界に示

しだのである。』 これは、当時のヨ

コハマタイヤP陪芯「タイヤJ1963年4

.5月合併号の目次に記されだトップ

記事の説明文である。記事の詳しい内

容については、矧Jの機会に譲ることと

するが、要は、まだ自動車各社ガモー

タースポーツにそれほど関ゆがなかっ

だ当時、新三菱重工〈三菱自動車の前

身〉は、最初に生産しだ乗用車 三菱

500をひっさげて第9固マカオ国際グラ

ンプリレス CFIA公認)に初出場、

みごと優勝を飾つだのである。これは

おそらく臼本における最初の国際レ

ス出場だったのではないかと思われ、

‘苛~~'J堅調ç~岡崎詣司KOl眠中4414taE誼圏置E富国
ってもj白温別OO.CIこなる様芯エンジン

では、 SAE30ガ必要であり、夏場で
も油温ガ70・Cにしかならないエンジン
では、SAE20で良いことが分かると思
います。
ところで最近のターボエンジンの様

に泊温朋OO.C以上になる療な場合はど
うでしょう。図から判る僚にj由湿ガ上
がれば上ガる程、粕度は小さくなるの
で、ノンターボの時使ってい疋オイル
より、 10番位濃いものを使う様にしま
しょう。走る前には充分暖気運転をし
ておかなければなりません。どうして
もという場合には、油湿ガ上がってく
るまではあまり回転を上げない様に気
をつける位の注意をはらいだいもので
す。

レ スをやるような車の場合、出来
れば泊温計をつけたいものですが、ス
ペースの関係等でつけられない場合の
目安として、ノンターボ車の場合、水
温プラス10・C位、タボ車の場合、水
温プラス20.C~30.C、タボ車でオイ ....... 
ルクーラー付の場合、水温プラス10.C 油温と粘度の関係
~15.C位ガ一般的です。

参考のだめ、をにルフローレン、タ
ボレーシングオイルの粕度を表わし

ておきます。

SAE 20 
SAE 30 
SAE 40 
SAE 50 

O
×
ム

・

ω
u
m川

河

内

川

ブは、レーシン u 

ゲオイルに代表
される僚に主に

モ タス ポー
ツの場で使用さ
れていますが、
粕度 CSAE20
30、40、50と表
わされている〉の
ちガいを良<知
って使っている
人ガ以外と少ない事も事実なのです。
右に油混と粕度の関係をグラフで表わ
してみましだ。
エンジンに対し、最も良い粕度は約

1 Ocst~14cstの間です。たとえ冬であ

近年、ターボ車を始めとして車の高
性能化には驚くべきものがあり、レー
ス、ラリ、ダトラとターボ車のし
める割合ガ年々増えてきました。
工ンジンとオイルの関係は今さら言

うまでもない事ですが、特にタ ボエ
ンジンでは、 雑誌等にさんざん書かれ
ている様にエンジンオイルの重要性ガ
クローズ戸ツブされています。そこで、
このコーナ では、エンジンオイルな
どの濁滑油について一般の雑誌に書ガ
れていない事をシリーズで連載させて
い疋だきます。
エンジンオイルは大きく分けて、オ

ールシーズンタイプとシングルタイプ
の2つに分けられます。シングルタイ

ア

オイルに関するお間合わせは
東京都港区六本木4-2-8TELC403)4301 ~3 
青木科学研究所へお寄せください。

油温(・C)

ルフローレンターボレーシンク‘オイルの粘度
SAE 20 SAE 30 SAE 40 

粘度 (CST)40.C 63.02 97.80 145.7 

粕度 (CST)100・c 9.20 12.48 15.77 

粘 度 指 数 124 122 112 

CST 粕度をあらわす単位。水lまオである。粕度指数温度による粕度変化をあらわす指獄
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ク〆必7ーの

日本初の本格的レーシンゲサーキッ じ鈴鹿サーキットで盛大に開催された。

ト一一鈴鹿サーキットの完成を機に、 当時のレース再現、ヴィンテツジ力

第1回日本グランプリガ開催され芝の レースなど数々のイベントガ満員の観

が20年前の1963年。これをもって、わ 衆をわかせていだが、そのひとつ「なつ

が国のモータースポーツ元年とする人 かしのドライバ大集合!J に外川会

も少なくないが、その20周年を記念し 長ガ三菱500で出場。往年の名選手ガク

て、「ヒストリックカー・フェスティパ ラウン、フェフフレディ、スカイライン

ル'83鈴鹿」が、去る10月10目、場所も同 G丁、ホンダ3800、マツダキャロル、

パブリ力、スバル、コロナなど、当時出

場の同型車でパレード、ファンの拍手

を浴びていた。なつかしい顔が揃った

パドックでは、思い出話に花ガ咲き、

肩を抱き合って記念撮影をする光景も

見られるなど、観る方にとっても、出

る万にとってもまことに楽しい 日だ

肩を抱き合う往年の名ドライバー達

った。

ラリードライバーに求められるもの
篠塚建次郎

タイムマシーンに乗ってきた外川氏

の三菱500と、メインスタンドを埋め
た大観衆

刀
ザ
ザ
ン
ク
C
ス
巳
出
場
し
た
篠
配
地
選
手

まず第 1に、 目的意識を持つ事ガ大 ういつだ状況にあって、自分の目的を

切だ。自分はラリーで飯を食うのか、 定めるのと同じ位、自分をパックアッ

時々緊張感を味わえば満足するのか、 ブしてくれる人の意識を自分に同調さ

趣味とレて楽しめば良いのか、これ全 せる様努力する事も重要だ。

て目的意識であり自分をどれに当ては 第2に、大切なのが集中力。事前準

めるかを決める事ガ重要。それによっ 備の段階からラリ で勝つだめにラリ

てどの位の努力をすればよいのかが自 ーに集中する事だ。これは伺も1日中

と決ってこよう。その決めだ目的lこ向 ラリーの事を考えているというのでは

って自分自身で努力する事ができなけ なく、ラリ の事を考える時間をキッ ような環債を自分で作り出す事も必要 事を判断しなければならない。どの位

ればならない。ラリ は1人ではでき チリ決めて持てば十分である。運転を だ。ボクサガ世間から隔離され疋所 のスピードで走るか、コーナーはどこ

ない競技である以上、ドライバー、ナ している時は素直に運転に集中する事 でキャンプをするのも、集中する環震 までせめるか、どこでサービスするの

ピ、メカの目的もオつになっていなけ だ。減点の事、走行タイムの事、車の を作り出す事ガ主目的だと言う。 か、判断しなければならない事は数え

ればならない。ドライバーはプロをめ 調子、他チムの事等、いろいろな事 第3に、 当り前のようだが、速く走 よげればきりがないo 1つTつを正確

ざしているのにメカガ趣味としてやつ が気になるものだが、速く走る時には れる機努力する事。速<走るだめには に判断するにはやはり経験ガ重要なポ

ている場合、車の仕様についても<い 全てを忘れて車の動きと、車の操作に 練習も必要だし、自分よりも速い人の イントになる。いくら速く走っても未

違いが出るし、サ ピス時間について 全神経を集中させる。スポーツは全て 走りを見る事も良い。練習するための 熱さから出るミスでだめになってしま

もお互いに不満が出てくるもの。ナビ 集中力の勝負だとよく言われるが、正 車も必要となる。実戦中でも自分の隈 うケースは非常に多い事を認識すべき

との意識の違いも大きな問題となる。 にその通りだと思う。ラリーはスター 界速度を少しずつでも高めていく事ガ であろう。

たとえばチェックカ ド1つもらうス トからゴールするまで長時間の勝負、 大切。自分より速いドライバ に後力 以上「ラリードライバーに求められ

ピードでも差ガでることがある。海外 その長時間の内のたった1秒でも集中 ら飯かれたような時は速くなる絶好の るものJ を私なり|こ4つにまとめてみ

ラリーに出る場合はさらに言葉ガ通じ 力を怠れば、リタイヤにつながってし チャンス。ピツタリついて先行車のラ 定。他にも重要な事ガ数多くあると思

ない事による意志疎通の悪さ、習慣の まう。ラリ は長い程面白い。これは インどおりに走り、自分のスピ ド感 うが、これからドライバーをめざす方

遣い、人種の遣い等、様々な複雑な要素 集中している時間ガ長いからに他なら 覚を向上させ、限界速度を戸ツプさせ の伺かの参考になればと思っている次

ガからみ合って、皆んなの目的ガ1つに ないからだ。ラリ で勝つには不屈の て行く。 第である。

なるという事がなかなかできない。そ 集中力ガ要求されるが、これにはその 第4は、 経験。競技中には、沢山の
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